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キーツの詩 と儀式的構成
一「死と再生」のモチーフをめぐつて一

銭　　　本 健　　　二＊

KENJI　ZENIM0T0・The　R1tua1Structure　m　the　Poetry　of　Keats

　　　　　　－Concem1ng　the　Death－Reb1rth　Mot1f一

　二つの月砂加o〃について語るとき，私たちはキー

ツの詩作品すべてを念頭におかなければならない。その

理由の第一に，この二つの作品が構想され，やがて着手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
され申断される時期が，E〃みηZ｛o〃完成の前後から詩作

を残している最後の時期（1819年11－12月）に到るま
　　　　　　　　　　　　　　2）
で，断続的に作品に手が入れられ，結局キーツの詩作生

活のほぼ全部をおおっていること。第二に，キーツが最

も野心的な創意をもって取り組んだ「叙事詩」の試みの

　3）系列をなしていること。第三にこの二つの未完の作品に

はさまれた時期に，キーツの最もすぐれた作晶群が生れ

ていること。そして第四の理由に，大きな野心をもって

書かれたにもかかわらず，いずれも未完に終っているこ

とがあげられる。キーツの詩作の総合的完成であるはず

のものが破綻に終ったが故に，彼の詩心の核心にあるも

のを最も露にし，ほとんど無惨な印象を与えるけれど，

同時に，その破綻にまで自分を追いつめていった熾烈な

詩的営為を開かれた形で示している点で芸術作品以前の

生々しい実存的な現前として衝撃的である。

，的μブ｛0〃は確かに没落した神々を描く「暗い神話」
　　　　4）
ではあるが，しかしキーツが表現しようとした世界は，

むしろ，「古き時代はすでになく，新しい時代はいまだ

ない」一重の喪失の時代，ハイテッカーのいわゆるr乏

しき時代」にあった。すべてのタイタン族の神性からの

没落と新しいオリンパスの神々の支配の確立を背景にし

ながら，しかもタイタン族のなかでただ一人神性を保っ

ているハイピリオンと，オリンパスの神々のなかでまだ

神性を獲得していないアポロに焦点が当てられている理

由は，時代の移行が決定的であった時を描くのではな
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く，二重の喪失の時代を逆説的に浮き彫りにすることに

あった。この明らかな時間の錯誤はG1ttmgsが指摘す
　5）
る、アポロの神化を描くことではなく，「すでになくい

まだない」二重の喪失の時代を私たちに印象づける。そ

こには，「叙事的な争い（ep1c　conf11ct）」　という叙事

詩の原理的力学が脱落して，より拝情的色彩が濃くなっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
た理由があろうし，Kemeth　Muエrが指摘するように，

フランス革命の失敗（ナポレオン帝制）とイギリスの保

守体制の存続という社会的な状況のなかで得たキーツの
　　　　　　　　　　　7）
虚無的な時代認識があろう。タイタン神族→オリンパス

神族への支配の移行を前進的にみる叙事詩の構成とタイ

タン神族の支配を黄金時代と重ね合わせることによっ

て，失われた楽園（キーツの比愉に合わせて云えば，

「無心の部屋」，「乙女の思いの部屋」）の回復への希求

と理解する方向が纏れあって叙事詩的展開を不可能にし

ている。

　一重の喪失の時代を背景に描かれるハイピリオノとア

ポロの人物像が叙事詩的英雄となっていない、むしろ，

そうした空白の時代に生きるキーツという拝情詩人の内

面と重なって，主観的拝情的トーンを帯びてくるのも自
　　　　　　8）
然なことである。このように考えると貝炊ブ｛o〃の第

I，皿巻と第皿巻を切りはなして説明している従来の考

え方とちがって，それを連続して読みうる一貫したトー

ノを見出すことができる。G1ttmgsはその点を正確に

指摘する。

　　　In　a　sense，　both　Apo11o　and，what　is

　　more，Hyperion　too，are　Keats．Apo11o　is

　　the　new　Keats　of　pamfu11y＿won　exper1ence

　　supp1antmg　the　o1d　Keats　of　morb1d　fears
　　　　　　　　9）
　　and　forebod1ngs

　この二人だけではない，この作品の他の人物たちも，

その人物たちの輸郭を互いに重ね合わせながら，キーツ

sokyu
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という一人の詩人の心理の各層を代弁しているように思
　　10）

える。サタンの石のように死んだ暗い姿勢，白己を見失

ない　（‘I　am　gone　Away　from　my　own　bosom：

I　ha▽e1eft　My　strong1dent1ty，my　rea1se1f’）　神

性から堕ちて死すべき者の苦悩と絶望を表情にあらわ

す，白已のある状況さえ理解できない深い昏迷の姿はキ

ーツの暗い無意識の世界を連想させるに十分である。

　　Deep　m　the　shady　sadness　of　a　va1e

　　Far　smken　from　the　hea1thy　breath　of

　　　　mOrn
　　Far　from　the　f1ery　noon，and　eve’s　one

　　　　Star，

　　Sat　gray－ha1r’d　Saturn，qu1et　as　a　stone，

　　St111as　the　s11ence　round　about　h1s1a1r，

　　　　（I，1－5）

　ハイピリオンの妻テア，クリミニー，ニモジニーは

キーツの作品に共通して現われる母性的な複合性をもつ

巫女のような女性像である。またオケアヌス，シーラ

ス。エンセラダスは杜会や文学の現状に対するキーツ
　　　　　　　　　　　　　　　11）
の諦念や希望や怒りを代表している。これらの人物たち

は，ハイピリオンーアポロというキーツの心理的分身の

背景におかれるとき。その二人の姿に吸収されて，叙事

詩的人物の輪郭を失なう。ハイピリオンがタイタンたち

の心情をそのまま反影して，嘆き，怒り，沈鯵になり，

希望に燃える様子がその消息を明らかにする。　（ミルト

ン，ダンテ，ワーヅワスらの叙事詩の影響を無視して，

第三巻の拝情的トーンを第一，二巻にもおよぽす強引な

読みであるが，キーツの詩には題材にかかわらずそうし

た読みを可能にする特徴がある）ハイピリオンの憂鰺な

姿はタイタン神族の嘆きの声をコーラスにして，第三巻

のアポロの夢と覚醒の中間状態に受け継がれるとき，ハ

イピリオンとアポロの心的状態は連続して，キーツの拝

情詩に特徴的な「憂蟹の発作」という想像力始動の時と

一致してくる。ここに拝情詩人アポロの姿が鮮明に浮か

んでくる。

　助卯r60〃第一，二巻はサタンに代表されるタイタン

神族の陰鯵な闇とハイピリオンの光との交代によって構

成されている。そして物語の展開のなかで，この両者が

明確に対時させられているというより，ハイピリオンの

光がタイタン神族の闇によって徐々に腐蝕され，かげら

されて，クリミニーの語るアポロのわずかな点のような

萌しに対比して，堕ちた偶像（‘thedejectedKm90f

Day’）にふさわしい巨大な陰りをもつ光曇となってい

る。その腐蝕の様は次のみことな比愉でその情景が暗示

される。

　　And，from　the　m1rror’d1e▽e1where　he

　　　　stood
　　A血1st　arose，as　from　a　scummy　marsh

　　At　th1s，through　a11h1s　bu1k　an　agony

　　Crept　gradua1，from　the　feet　unto　the

　　　　CrOWn，
　　L1ke　a11the　serpent　vast　and　nユuscu1ar

　　Mlakmg　s1ow　way，w1th　head　and　neck

　　　　convu1s，d

　　From　oyer－stramed㎜1ght　（I，257一⑮3）

　腐った沼地の慶気に犯されてゆくハイピリオンが，タ

イタン神族の口申吟する洞窟に出発するのだが，その姿勢

には英雄的な決意の苛烈さはなく，深い没落の闇に身を

かがめるだけである。第一巻の終りは象徴的である。

　　Then　w1th　a　s1ow1nc1me　of　h1s　broad
　　　　breast，

　　L1ke　to　a　d1ver1n　the　pear1y　seas，

　　Forward　he　stoop’d　over　the　airy　sもore，

　　And　p1ung’d　a11　noise1ess　into　the　deep

　　　　n1ght

　このハイピリ才ンの憂鰺は第三巻のアポロの姿に反影

されて，二人の人物は溶け合い，‘ep1c　conf11ct’どころ

ではない，人物の見分けもつけ難い。ハイピリオンの光

から闇への傾斜にキーツの拝情的心情が合わさって，そ

の拝情的性向が一気に物語の構成を破壊してしまう。

（弟トムの死によって執筆が申断され，やがて再開にあ

たって，第二巻までがどのように読みかえされたかは想

像の域を出ないが，死の床の弟トムの姿をアポロにみな

がらこのように考えてみることは楽しい。）

　さて第三巻のアポロはエンディミオンに較べられる，

若々しい放浪の詩人としてニモジニーの前に現われる。

その出会いに到る部分（1－38）はキーツの作品のどこ

にでもある平凡な場面設定である。しかしそこで交わさ

れる二人のやりとりは実に謎めいている。第一にいくつ

かの断片的な神話上の知識をおきないながら，そのちく

はぐなやりとりの意味を支えてやらなければならない，

それほど構成は脆弱である。そして第二に真の意味でか

みあった対話が交わされているとは思えず，アポロの一

方的な告白（間い，惑い，信念を述べ，甘えすがり）と
　　　　　　　12）
一方的な思い入れ（r巨大な知識が私を神にする云々」

のような）に終始して，ニモジニーの言葉は子供をあや

す母親がもつ距離をおいた沈黙と寛容な無関心を印象づ

ける。結局，ニモジニーは巨大な背景として物語のうし

ろに置かれ，舞台ではアポロー人の憂鰺→苦悶→神化と

いう一人称の世界が浮き彫りにされる。（といってニモ

ジニーの機能を遇小評価するのではない。アポロの変身

の遇程は彼女の呪力的な磁場においてのみ可能である）

　この断片的な神話上の知識と思い入れに類する信念の



銭　　本

表白は，次に引用するアポロの二つの心的状態を結び合

わせ，物語の形に構成するための小道具にすぎない。も

っともニモジニーとのこの関節はずれのやりとりがその

謎めいた雰囲気をより強化していることは確かだ。その

心的状態の一つは全身を麻痒される憂整の発作である。

　　　　　　　　　　　　　For　me，dark，dark，

　　‘And　pamfu1v11e　ob11v1on　sea1s　my　eyes

　　‘I　strwe　to　search　wherefore　I　am　so　sad，

　　‘Unt11a　me1ancho1y　num．bs　my11㎜bs，
　　　　（亙II，8⑨一⑮且）

　この前後にくりかえされる‘why．．．’の間いかけが，

あたかもニモジニーの呪力によって憂蟹がアポロを縛っ

ているかのような雰囲気を伝える。アポロの間いかけに

沈黙する女神の姿（‘Mute　thou　remamest－mute一’）

はあのオードの‘Ve11’d1Me1ancho1y’を思わせる点で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
冊θ肋1Zφ助加ブづo〃のモネタと同一視できる。そ

してキーツの拝情性がこの第三巻で一気に表面に現われ

るもう一つの理由にこの女神の存在がある。この叙事詩

の展開のなかで女神が橋渡しという暖昧な機能をもつた
　　　　　　　　　　　　　　　14）
めに作品の構成を破ったという非難は表面的である。キ

ーツの詩作品がこうした女性像をその核心に持って生

れてくる，いいかえると，キーツの拝情的な濃密さを支

える一つの支配的なペルソナであるからだ。アポロの苦

悶と転身を見下しながら，予言者のように両腕を上げて

立つニモジニーには，0ゐo〃ルZ”κんoZツの女神像に
　　　　　　　　　　　　　　　15）
通ずる‘an　awe　inspiring　person’をみることができ

る。女神の眼前で起こるアポロ神化の場面でキーツはア

ポロとの自已同化を完成する。引用する終りの二行で，

黄金の髪が首に揺れる描写はこの場面のナルシステック

な共感を証している。

　　Soon　w11d　commot1ons　shook　h1m，and
　　　　made　f1ush

　　A11the1mmorta1fa1mess　of　h1s11mbs，
　　Most　1ike　the　strug91e　　at　the　gate　of

　　　　death，

　　0r1iker　sti11to　one　who　shou1d　take1eave

　　Of　pa1e1mmorta1death，and　w1th　a　pang
　　As　hot　as　death’s　1s　ch111　w1th　f1erce

　　　　convu1se
　　Die　into1ife：（IH，124－32）

　この圧倒的な追力をもつ詩行の理解がこの論の出発点

である。この暗い，地下の闇から押し上げてくるような

衝追力は何であろうか。グロテスクの境にあると評した
　16）
Bate，‘anactofmenta1te1epathy’と評したSper－

17）

ry，にみられるように一個の存在を突き崩すあるいま

わしい力の印象をまぬがれることができない。アポロの

物語に即していえば，神性への変身，昇華に似た存在の
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高次、の飛躍を証す部分であるはずだが，私たちがうけ

る印象は，生と死の同時存在，生の進展の絶対的拒否と

恐怖に隣接した悦惚感，存在の輪郭の決定的消滅と感覚

の未分化なままの原質的暗部での，生死の見分けがたい
　　　　　　　　　　　　　　　18）
力の感覚とでも言うことができよう。こうした赤裸々な

表出は，詩行の展開も持続も許さないある瞬間の現前そ

のものであり，その故にこの作品の中絶があったと思わ

れる。そして後に丁加肋ZZ〆助卯r｛o〃一A　Drω物

一という形で，この瞬間にだけ焦点が合わされた再度の
　19）

試み，ある絶対的瞬間に対する再解釈の試みがもたれた

のだ。私はキーツの生涯を通して実行されたこの公式一

「瞬間の提示とその解釈の試み」または詩の原点とその

想像的展開一はキーツにとってより大きな課題一存在の

熾烈な瞬間とその解釈による生の持続への試み（生の救

済の試み）一へと拡がっていったと思われる。

　その跡をたどることがこの論の目的であるが，その出

発点となるこの詩行の主要な関心事を整理してみる。

1）アポロの転身の部分でみる限り，アポロはキーツの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）
　明るい面，ハイピリオンは暗い面を示すとは言いき

　れない。ハイピリオンやタイタン神族が暗く静止的

　・（p1astic）に描かれているのに較べて，アポロは暗く

　力動的（dynam1c）に描かれているにすきない。タイ

　タン神族→ハイピリオン→アポロヘと連続した読みが

　可能な理由である。アポロもまた謎めいた暗い力感を

　もっている。それはキーツがそこを脱け出た明るい世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）
　界を経験していなかったなどという中断の理由付けと

　は無関係である。

2）この熾烈な瞬間の体感を‘Die　into1ife’と表現し

　ているが，キーツの作品のなかにこの「死と再生」の

　モチーフを発見することは容易である。このモチーフ

　が，生を拒む瞬間と生の展開持続を可能にする解釈と

　いうキーツの二つの表現様式の両方にみられること。

3）この転身の瞬間を受けて書かれたηκ肋ZZザ

　助クθr｛0〃で，再解釈によって自已昇華がとげられた

　はずであるにもかかわらず，存在の暗鰺な不安感が後

　に残ることを考えてみると，キーツの固執した女性像

　の系譜が改めて浮かび上がってくるであろう。

H

　珊θ肋ZZφH抄θブ｛oπの解釈は以前rキーツと夢の
　　　22）
不可能性」という文章で述べているので，作品の展開に

沿った記述はくりかえさないで，前述の問題点を中心に

その特質を述べることにする。

　アポロの転身の部分にキーツ自身の掃情的想像力の体
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験が重ね合わされることによって，叙事詩のなかの一登

場人物アポロからキーツの心理的過程の表現へと作品の

重心が移っていった。これは改稿と呼ぶことのできない

ほどの決定的な変化である。それを考えるまえに，功1一

加ブ｛0犯創作の動機であったと考えられる詩人の杜会的

役割についての関心がこの改稿によって表面に出てきた

ことに注目したい。詩人と夢見る人（dreamer）を区別

し，狂信家や野蛮人の夢を詩人の夢と区別するキーツの

見解は，詩人の杜会的存在理由一その役割や機能，有効

性を主張して、助クぴ｛o〃がそうした杜会的な関心と抱

負の下に書きはじめられたことを証明している。中断さ

れた月妙κ｛o〃を念頭にして，この作品を読むと，そ

の内省的な口調のなかに争遇剰なまでの自己処罰とうら

がえされた言い訳を読みとることができる。冒頭の気負

った宣言や虫モネタとのやりとりにみられる女教師に呼

びつけられた生徒のような混乱したうけ答えはその内容

の平凡さと対比されたときヲはじめてリァリティをも

つ。塚野氏がくりかえし指摘する論理のにげと錯乱状態

としか呼べない想像力の不能さを嘆く詩行は，うらがえ

された言い訳としての自已処罰という実際的な機能をは

ずしては読めない。しかしだからと言ってこれらの詩行

を価値の低いものだというのではない。詩人とは何かと

いうキーツの真塾な間いに偽りも街いもないことはもち

ろん，この「夢」の副題をもつ作品の構成にとっても，

有効な機能を担っている。モネタと詩人の二人を中心に

した儀式的過程のなかで，これらは侵犯することのでき

ない禁忌となっている。これらが単に詩人キーツの個人

的な道徳的意識，誠実な自已規定（フロイドのいう「検

閲」）であることを超えて，作品化される過程のなかで，

モネタ対詩人の儀式的空間のなかで，その儀式を支える

禁忌という杜会的機能を帯びていく。（そしてその禁忌

がキーツの拝情精神に照らしてみたとき，はたしてどれ

ほどの神性を保ちえたか，常に自己処罰をもたらしつづ

けたのではないか、といった疑間はまた別の問題であ
る）

　さて助炉ブ60〃におけるアポロの転身の部分が丁加

肋”〆H〃θr20ηにおいてどのように展開されたか，

その遇程の骨格だけを抽出してみよう。

1）豊かな楽園で聖なるものの祝祭の残り物を味わう。

2）透明なジュースを飲むと麻薬や霊液や毒液によるよ

　りも強い幻皐（‘the　c1oudy　swoon’）が襲い気を失

　なう。

3）醒めてみると豊穣な楽園は荒涼とした廃埴に変様す

　る。「無の霧に消えている」列柱の向うに陽光を拒む

　黒い門がある。

4）西方に巨大な姿（Satum）がみえ，詩人は無数の

階段を登る，禁忌を犯すことを恐れながらも（‘Rep－

　ress1ng　haste，as　too　unho1y　there’）。

5）モネタによって一つの試練が課せられる。不毛の階

段を登りきるか，中途で腐れはてるか。

6）可能な限り死に接近した体験一全身の麻輝，悪寒，

窒息と五感の麻輝一を通過して登りきる。その体験を

モネタは次のようにいう。

　　　　　　　　　　　　　　　‘Thou　hast　fe1t
　　What‘tis　to　die　and1ive　again　before

　　Thy　d－oom．’（I，141＿3）

7）　（説明的問答または禁忌のつきつけの後に）モネタ

　に姿を見せるよう嘆願する。

8）消えかかった祭壇に香木を積むという一つの供物を

　捧げる手順を踏む。

9）ヴェールを開い亡モネタが顔をみせる。

　　　　　　　　　　　Then　saw　a　wan　face，

　　Not　pin’d　by　hu血an　sorrows，but　bright＿

　　　　b1anch’d
　　By　an1mmorta1s1ckness　wb．1ch　k111s　not，

　　It　works　a　constant　change，wh1ch　happy

　　　　death
　　Can　put　no　end　to，dleathwards　progressmg

　　To　no　death　was　that　Yisage；it　had　past‘

　　The1i11y　and　the　snow；　（I，2闘＿鋼）

10）この相貌にみえる「高い悲劇」性を問うと、「暗い

　悲哀に沈むことで」，没落した神々の悲劇をみる視力

　が与えられ争サタンの死の風景が現われる◎

11）サタンに対するモネタの鎮魂の祈りが行われる。

12）それを聴いた詩人は事虚無に等しい絶対的静寂

　（‘The1oad　of　his　eterna1quietude’）に圧倒され

　言葉もない。

以上の手順の後に，サタンが目醒め，テアと共にタイタ

ン神族の参集の場に出発する瑚榊＾｛oπの冒頭に結び

つけられる。

　この未完の作品の素描であるが，アポロの転身の部分

と対比してみると、「死と再生」のモヂーフを基本構造

としている点で共通しているが，前者ではそれがある絶

対的な瞬間に身を晒す悦惚とした体験の表現だったもの

が，ここでは，十分な構造をもった展開のなかに位置づ

けられ，意識化されていることがわかる。そしてその展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）
開の遇程が著しく儀式化されていることが注目される。

脆拝者と女司祭の問に一定の儀式が行われるが，そのな

かで当時のすぐれた拝情詩に特有の表現が投影されて，

他の作品（特にオード群）との類似を数えあげることは

容易である。そしてこの「死と再生」のモヂーフを中心
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におく一絶対的瞬間の顕現とその儀式的展開という理解

がキーツの拝情詩を含んだ詩の世界へのかなり広い視野

を与えてくれる。

　多くの批評がこの作品に対して次の三つの解釈を軸に

していることを考えるとき、この儀式論がそれぞれに対

応しうる構造をもっていると思われる。

1）アレゴリー解釈一詩論，人生観にまで拡大される，

　プラトニズムを基礎にした昇華（または下降）の理論。

2）主体性（1dent1ty）に関する解釈一エクスタソー体

　験を核にした主体性の破綻とその回復という存在論。

3）「ロマン的失意」の解釈一眠り，夢，覚醒等を主要

　モチーフとしたロマン的夢の構造論。

　これらと儀式論との関係は後述することにして，詩を

一つの儀式とみる立場を概観しながら，この作品を構成

する儀式的要素をたどってみる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24）
　宗教的祭式・儀式を神話解釈の基礎とした諸研究，神
　　　　　　　　　　　25）
話儀礼に基づいた文学研究，キーツ研究にみられる神話
　　　　　26）
儀式論的研究があるが，ここでは儀式（礼）についての

簡単な定義を示して，キーツの儀式的要素について要約

してゆく。『宗教学辞典』　（東京大学出版会，1973）が

広義の儀礼を5つに分類していて（「儀礼」の項目）便

利だ。

1）隔離の儀礼

2）聖化の儀礼

3）交歓の儀礼

4）つながりの儀礼

5）操作の儀礼

　このうち3）交歓の儀礼を説明して、「俗なるもの

が，なんらかのかたちで聖なるものと交歓（COmmun1－

Cat1On）し，願事の達成などをはかるものをいう。祈

り（prayer），崇拝（cu1t），礼拝（worship），供犠

（sacrifice），密儀（mystery），巡礼，祭や饗宴はこれ

に属する」と説明している。FryeがそのEηみ刎｛oη

論の後半で交感（COmmumOn）を通して神性の顕現

（epiphanie）を求めるキーツの宗教性を強調している

ように，特に「交歓の儀礼」の形がキーツの詩の重大な

一面を担っている。また儀礼の過程分析については，

「入る一犠牲一出る」，「分離一移行一合体」、「経験，

内省一理解」など三分法や，世界観の象徴体系，二元的

原理の争いなどがあるが、エリアーデがr死と再生」の
　　　　　　　　27）
構造を指摘していて興味深い。その説明の一節を引用す

る。

　イニシエーションは何年にもわたり，啓示はいくつか

　の秩床に属したものである。何よりもまず最初のもっ

　とも恐るべき啓示，すなわちおそれとしての聖なるも

　のの啓示がある。青年はまず超自然的なリァリティに

　よって恐怖させられることから始める。そして彼はそ

　れによって初めて威力，自律性，比較の不可能性など

　を体験する一そしてこうした神聖な恐怖との遭遇につ

　づいて新入者は死ぬ。つまり幼年期に対して，すなわ

　ち無知と無責任とに対して死ぬ。彼の家族のものが嘆

　き悲しむのはそのためである。………彼は恐怖や苦痛

　に無理に直面させられる一連のイニシエーション上の

　種々の試練を通り抜けるが，そうしたことによってと

　りわけ新しい存在様式，大人にふさわしい様式，すな

　わち聖なるものと死と性とのほとんど同時的な啓示に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28）
　よって条件づけられているものをわがものとする。

またエリアーデが通過儀礼の3つのカテゴリーのうち第

三のもの「神秘的な職務とのかかわりで生ずる型」で

は，個人的な経験1）悦惚経験（夢争幻視，失神）2）

霊あるいは年老いた者によって伝えられる教え，が重視
　　　　　　　　　　　　　　　　　　29）
されるとしてその具体的内容にふれている。

　ηκ肋”φ耳ψ加0〃の夢の過程にそうしたエリア

ーデのあげる通遇儀礼の要素を認めることができる。

1）聖なるものたちの祝祭の確信一背景。

2）聖化された食べもの（聖なるものたちの食べ残り）

　をとることによる参入。

3）霊液（毒液，麻薬）が生む喪神と悦惚感。

4）死の王国への下降逗留（覚醒）。

5）肉体の責苦と骨に達するまでの肉の削剥（溶解）一

　人格解体的危機。

6）死せる霊や悪魔による教え。

7）死と復活一神，悪魔，精霊との個人的な交流のでき

　る聖別された人間の能カヘの接近。

　こうした通遇儀礼によって，神や悪魔や精霊の世界，

すなわち耳ψα伽Zの叙事詩の世界へ参入する能力（叙

事詩を歌うこと）が与えられるはずである。しかし実際

は塚野氏が指摘する382行以後で詩人は歌うことの不能

を嘆いている。すなわち通儀過礼が完了していないので

ある。モネタがサタンに対して祈る鎮魂の歌がそのま

ま，詩人の歌も封じ呪縛しているかのようだ。

　だがひるがえって考えてみると，キーツの詩作が常に

通過儀礼そのものであったとすれば，失われた世界と来

たるべき世界との中間にありつづけたとしたら、アポロ

の転身のただなかでの詩行の断絶も，詩人とモネタとの

通過の儀式が，次への展開を妨げているという意味で，

未完のままにされているという印象も，実に本質的な断

絶であり，未完であったのではなかろうか。
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キーツの詩と儀式的構成

　キーツはその詩作の生涯にわたって，折にふれ，詩と

手紙の形で，詩への信仰告白（Credo）をしつづけた人

であったといって過言ではない。しかもその最初期の

1916年10－12月に書かれた8Z妙””Poθ卿によって

成文化されて以後，その信仰告白が深められることはあ

っても一度も書きかえられることはなかった。そのなか

に私たちは二つの儀式的特質を発見することができる。

1）詩的霊感が訪れるとき，その生々しい体感を描くに

　あたって，キーツは神性なものの顕現に立ち合う司祭

　の役割をもっか，または自己をそれへの一つの犠牲の

　供物とするか，またはしばしばそれらが暖昧にされて

　両方の働きを同時にそなえている。

　詩的霊感が訪れる瞬間を次のように描く。

　　A　g1owing　sp1endour　around　about　me

　　　　hmg，
　　And　echo　back　the　v01ce　of　thme　own
　　　　tongue，　（5⑰一2）

　この眩最のような強烈な輝きと響きに詩人は祈りをさ

　さげる。

　　　　　　　　　　　　to工ny　ardent　prayer，

　　Y1e1d　from　thy　sanctuary　some　c1ear　a1r，

　　Smoothed　for　intoxication　by　the　breath

　　Of　f1owering　bays，that　I　may　die　a　death

　　Of1uxury　and　my　yomg　sp1r1t　fo11ow

　　The　mornmg　sunbeams　to　the　great　Apo11o

　　L1ke　a　fresh　sacr1fエce，　（55＿㊧1）

生の歓喜の極点が死の快楽に一致する悦惚に向って，

司祭でもあり犠牲でもある詩人の儀式的機能を語って

　いる、　‘d1e　a　death　Of1uxury’と　‘The　mommg

smbeams’とが「死と再生」のモヂーフとなってこ

の儀式の構造を決めている。またキーツの詩にひそむ

被虐的富能性もこうした詩的強烈さ（mtenS1ty）にさ

　らされた詩人の姿をみせている？そして注目したいの

は，こうした至福の時の瞬間的俊なさの意識である。

引用した詩行のあとで‘Life　is　but　a　day’と嘆き，

‘A　sense　of　rea1thmgs　comes　boub1y　strong，

And，11ke　a　muddy　stream，wou1d　bear　a1ong

My　sou1to　nothmgness’（157－9）と荒涼とした覚

醒を語っている。この瞬間とその持続への希いが次に

述べる通遇の儀式に託されて，生の展開の見取図を書

かせることになる。

2）詩作という象徴的行為を通して，第一の世界からよ

　り高いまたは広い第二の世界へと通過してゆくことが

できるという信念が語られる。その通過は直接儀式的

な手順をもって表わされる場合もあるが，ここのよう

に夢または旅（jOumey）の象徴によって描かれるこ

ともある。キーツは今後の詩作によって魂が課した

（‘decreed’）行いをする　（‘dO　the　deed’）ことを希

う。第一の世界とは，

　　　　　　　　　First　the　rea1m　I’11pass

　Of　F1ora，and　o1d　Pan：s1eep　in　the　grass，

Feed　upon　app1es　red，and　strawberr1es，

And　choose　each　p1easure　that　my　fancy

　　SeeS；

　　　　　　　m　the　bosom　of　a1eafy　wor1d
　　We　rest　in　si1ence，1ike　two　gems　upcur1’d

　　In　the　recesses　of　a　pear1y　she11　　（1⑪1－

　　　　2且旺）

　そして第二の世界は，

　　And　can　I　ever　bld　these〕oys　farewe11？

　　Yes，I　must　pass　them　for　a　nob1er11fe，

　　Where　I　may　find　the　agonies，the　strife

　　Of　human　hearts一（122＿5）

　そして太陽の光に縁どられた馬の引く車輸に乗って，

　生き生きとした生を讃える。若いキーツが将来への

　希望を語ったもので，若者としてとりたてて言うほど

　の事ではないが，詩作という行為を，人生にとって通

　遇し成長してゆくための儀式であるように自己のすべ

　てをかけたところにキーツの特色があり，それがまた

　詩作の様式を決める力でもあった。肋勿”0〃の序文

　を引用するまでもないが，少年の想像力の健康さと大

　人の想像力の健康さの中間にあって，心決まらない若

　者の熱い苦悶こそ，想像力の行使＝通過の儀式と考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　30）
　たキーツの基本的な姿勢を示している。これが肋一

　勿”0〃の構成となったであろうし，また詩人として

　のキーツの生涯を通過の儀式という申間状態を常に想

　像力の現場とした人生であったと理解できる。詩的生

　涯を三の部屋にたとえたり，アレゴリカルな詩の構成

　を求めた衝動はここにその根拠をもっていたと思われ

　る。

　8Z妙””P0伽ツのなかにキーツの詩の核をなす二

つの態度一ある悦惚的瞬間に司祭としてまた犠牲として

対時する態度とその瞬間を通遇の儀式のようにいくつか

の段階や領域に解きほぐし（解釈し），そのなかでの生

の展開持続をはかる態度一を見出した。肋み”o〃のな

かにそうした二つの態度のあとをたどってみたい。

　キーツはE〃勿”0〃創作の後を回想して，「詩的天

才は自分の力で白己の魂の救済をとげねばならない」と

語った後，「エンディミオンのなかで私はまっさかさま
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　31）
に海に飛びこんだのです」と告白している。キーツはあ

る閾を肋勿”0〃創作という洗礼ににた冒険の形で超

えようとした。　（別の手紙でエンディミオンを書いて，

子供に歩き方を教える綱から乳母車へ移ったようなもの

だといった感慨を語っている）それはパンの祝祭の場を
　　　　　　　　　　　　　　32）
離れ，海底，地底，天上を旅する主人公の姿と重なりあ

う。ペオナはエンディミオンによって祝祭の世界に残さ
　　33）
れた母である。

　閾を越えるには閃光のような衝撃が必要だ。それはシ

ンシアとの出会いである。麻酔の花に囲まれ，夜の翼の

下で眩景に襲われ，きらきらする光の夢幻の喧騒にのみ

こまれて眠りにおちる。その特権的瞬間に入る心理の描

き方は病理的な正確さである。やがて天頂高く飛ぷ夢の

なかで月の光と混りあう（‘cOmmmg1mg’）魅惑の時を

もつ。そして「輝かしきもの」の訪れ一

　　Whence　that　comp1eted　form　of　a11
　　　　comp1eteness？

　　Whence　came　that　hlgh　perfect1on　of
　　　　a11sweetness？　（I，偲⑪6－7）

　その姿を描く筆は官能的である。女神に天上へ抱きあ

げられやがて山腹の洞に連れられる。次に引用する詩行

がこの悦惚とした瞬間を描く最上のものである。

　　There　ho11ow　sounds　arous’d　me，and　I

　　　　sigh’d

　　To　famt　oncemore　by　1ookmg　on　my
　　　　b11ss－

　　I　was　distracted；mad1y　d－id　I　kiss

　　The　woomg　arms　wh1ch　he1d　me，and　d1d

　　　　giVe

　　My　eyes　at　once　to　death　but‘twas　to

　　　　1ive，

　　To　take　m　draughts　of11fe　from　the　go1d

　　　　fount
　　Of　k1nd　and　pass1onate1ooks，to　count，and

　　　　COunt
　　The　moments　by　some　greedy　he1p　that

　　　　seem’d－

　　A　second　se1f，that　each　m1ght　be　redeem’d

　　And　p1under’d　of1ts1oad　of　b1essednees

　　　　（I，棚一6⑪）

　ここにも明らかにアポロの‘Die　into1ife’の体験と

同質のものがある。「一度死にそして生きる」「死と再

生」のモチーフは「黄金の泉から生命のしずくを飲む」

同一化（交歓）の快楽を内包する。貧欲に悦惚の時を数

えることは珊θFα”ザ助加ブ｛0〃の浄化の石段を数

えながら登る受苦の時と表裏をなす。Mayheadがみご

とに分析している通り，この至福の時が‘p1under’d’と
　　　　　　　　　　　　　　34）
いう罪と暴力を含んでいるからだ。またその瞬間は洗礼

のイメーソでも語られている。（‘atthatmoment　fe1t

my　body　dip　Into　a　warmer　air’）

　やがてこの夢は無に帰し暗蟹な気分がおおう。パンの

祝祭も色あせたものでしかない。自然の形象も心の暗さ

をはらってくれない。ペオナはその悦惚とした夢の空し

さをかき口説き，健康な生を回復するよう励ます。ペオ

ナは近親相姦的愛をもつ源初的母であり，またパンの世

界における呪術的治癒者である◎しかしエンディミオン

の体験した瞬問的な生の燃焼は健康でしたたかなはずの

肉体（船の比愉で語られる）をボロボロに引き裂く態の

ものであった。この表現を拒む生の形を「死と再生」の

瞬間的体験をより理解しやすい展望と生の持続を可能に

する形に解釈しなおさなければならない。有名な「幸福

はどこにあるか」の詩行が生れた故である。想像力のた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　35）
どる幸福の段階についてはA11ottの註釈を読み，小川
　　　　　　　　　　　　　　　36）
和夫氏のWherem　L1es　HapPmess’で十分に意はつ

くされる。その中心になるのは融合合体のもたらす瞬問

的悦惚感ではあるが，それを幸福の段階に展開持続させ

ようとしている。しかし展開にふさわしい十分な明解さ

はなく，瞬間の悦惚感に引かれて，不発の弁証法に終っ

ている。ここでキーツは十分な展開に失敗しているけれ

ど，「幸福」という言葉で何を言おうとしたのか。小川

氏はそれを正確に説明している。「対象との合体融合が

兀来東の間の性質をもつものであり，長いあいだ持続で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　37）
きぬ態のものであることは否定できぬだろう」としなが

ら，『「友情」と「愛」の機能について，「友情」は幸福

に持続性をあたえうることを保証しているのである。そ

して「友情」とならんで，「愛」も「衝迫力の核心」で

あるならば，「友情」の保証するこの「持続性」はr愛」
　　　　　　　　　　　　　38）
にも保証されなければなるまい』

　キーツのこうした瞬間的生の高揚と喪失または持続へ

の希求は広くロマン派全体の問題であった。「瞬間と持

続」の間題が18世紀以後ヨーロッパ文学の大きな主題で

あったことをジョルジュ。プーレはr人間的時間の研究

』の序論のなかで概観している。ロマン派の特徴を抽出

したみごとな文章を引用する。

　瞬間のなかにとじこめられたロマン主義者は，思想に

　のがれて，残された生を生きる。というよりもむし

　ろ，いまの瞬間の意識のなかに彼の生をつつみこもう

　と試みる。間題はもはや前の世紀のように，彼の感覚

　的実体のすべてを瞬問からひき出すことではない。間

　題は持続の深さ，持続の無限さえも一そこに達するこ

　とが人問的存在にゆるされていると感じられるそうし

　たものすべて一瞬間に与えてしまうことなのだ。瞬間

　のなかに彼の生を所有する，それがロマン主義者の根
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　本的な主張であり欲望である。・……・・しかしそのよう

　な瞬間の所有は結局瞬間の喪失に終る。失権がくりの

　べられるという感情，離別が遂行されるという感情に

　終る。ある無限の距離が新しく現在を遇去からひきは

　なす。そのたびに二者のあいだに一種の死んだ持続破

　壊と不在とから成り立つ否定の時間，すなわち終りを

　とげた実在が立ちあらわれる。「私は私の廃壊二を知
　　　　　　　　　　　　　　39）
　る」とシャトーブリアンはいう。

　キーツもそうした特権的瞬間の訪れを手紙のなかで述
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40）
べているが，ウッドハウスの実見談も報告されている。

また逆に「時間の廃壇」を語る言葉も多い。この至福の

瞬間と時間の廃壊との間でキーツが生きる姿勢をととの

えていった。私はそれを儀式的様式と呼びたい。

　この「幸福」という言葉と「瞬間の持続」の関係は詩
　　　　　　　　　　　　　　　　　41）
行の中で必ずしも明確にされていないが，1817年11月22

日のヘイリー宛の手紙の後半で‘eterna1HapP1ness’

と‘Wor1d1y　Happmess’を対比して語られる申心主

題である。

1）この世で感ずる幸福一‘I100k　not　for　it　if　it　is

　not　m　the　present　hour＿noth1ng　start1es　me

　beyond　the　Moment’に代表されるとおり　r瞬間」

　が強調される。

2）永遠の幸福」the　smp1e　magmat1ve　Mmd　may

　have　its　rewards　in　the　repetition　of　its　own

　s11ent　Workmg　comng　contmua11y　on　the　Spmt

　w1th　a　fme　Suddemess’に代表されるようにその

　持続性が強調される。そしてその質的相異は語られな

　い。「不純なものを除いた洗練された形」とはこの世

　における「瞬間」なのだから。

この手紙の前半で書かれている「アダムの夢」は地上的

幸福の瞬間であることを示す比愉として読まれる。この

持続の問題は手紙でくりかえし語られる「哲学的精神」，

「知識」といった言葉とも深い関係をもっ。「知識をも

たない直観」の恐怖を語った手紙（1818年5月3日レイ

ノルズ宛）はキーツの生々しい体験を暗示している。キ

ーツは瞬間的悦惚感をその核におきながら，それを知識

や哲学によって解き展開し持続する場を見出そうと試み

た。それが「三つの部屋」の比愉となり，人の生を「不

断の寓話（‘a　contmua1a11egory’）」作品はその「註釈

（‘the　Comments’）」と考える夢を描いてみせた。キー

ツはこのr幸福論」で彼の人生のr寓話」を語ろうとし

て「寓話」になりきれなかった。

　E〃み伽｛0〃という作品全体を考えると，私はこの「幸

福論」を「儀式的教典」または，密儀におけるある秘義

を語る謎めいた伝授の書と理解したい。具体的なイメー

ジが実に弱く，幸福の段階を登る手順は示されず，ただ

ある神性な存在とのかかわりの持ち方が述べられるが，

段階というよりも徐々に起こる変身、または神的なもの

への個の透入（溶解）の遇程を不気味に表現しようとす

る。「愛」や「友情」が口にされながら，そこには個の

輪郭は全くない，混りあい浮遊する状態だけがある。
　　　　　　　　　　　　　　42）
　第二巻からイニシエーションの旅がはじまるが，それ

ぞれ独立した「死と再生」のモチーフを基本構造にも

つ。第二巻はヴィーナスとアドニスの物語，第三巻はグ

ローカスとシーラ（サーシィ），第四巻は静寂の洞窟が

それである。それぞれに簡単な解釈を加える。

　第二巻はエンディミオンの冥府降りを大きな枠組とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43）
冥府下降（死）→そこからの帰還（再生）の過程の中心

にアドニスの季節ごとの再生の時を置いて，全体を二重

のr死一再生」の構造にしている。

　妖精の誘いと深い地底からの呼びかけに応じて地下へ

下る眩皐をともなう下降から醒めるとそこはアドニスの

眠る牧歌の世界である。

　　When　our1oye－sick　queen　did　weep
　　Over　h1s　waned　corse，　the　tremu1ous

　　　　shower
　　Hea1’d．up　the　wound，and，with　a　ba1my

　　　　power，

　　Med1cmed　death　to　a1engthened　drows1－
　　　　ness．（H，481－4）

　こうして死は長いまどろみに変えられ，夏の訪れとと

もにアドニスは甦える。その喜びの祝祭に共感をおぼえ

ながら，エンディミオンはそれに立ち会っているにすぎ

ない。ヴィーナスの励ましも慰めにならない，迷路の申

の帰還の旅がある◎大鷲に連れて行かれた洞窟（母胎イ

メージ）で美しい裸身の女神との交情がある、女神が求

めるのはエンディミオンの甦りである。

　　Rev1ve，dear　youth，or　I　sha11famt　and

　　　　die；

　　Revive，or　these　soft　hours　wi11hurry　by

　　In　tranced　du1ness，　（n，36岱＿8）

　この愛の成就はアドニスらの歓楽の写しにすぎない。

過ぎた年月の回想に溺れ，愛の残り番に支配されたまま

アレシウザとアルフィアスの愛への共感を歌いあげてい

るが，自己愛的な甘美さに満ち，弛緩した甘えがある。

ヴィーナスとアドニスのゆったりとした愛のいきさつと

自然な儀式の手順に拮抗しうるだけ，エンディミオンの

愛が衝撃的な恐怖と渇望の戦傑的な悦惚感に貫ぬかれて

いたなら争この場面はもっと厳しいものになったろう。

アドニスの再生を写しとることによって逆にその儀式的

構成は崩れ身瞬間的な厳しさも劇的な緊張感にも欠けて

sokyu
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いて，作品を弱いものにしている。

　第三巻はグロウカスの物語を申心にして，エンディミ

オンはその再生と祝祭の儀式を司る司祭の役割をもつ。

放僅者エンディミオンのイメージは祈願者エンディミオ

ンの背後にかくれる。グロウカスは魔性の愛にとらわれ

る暗い愛の宿命の最初の現れであるが，シイラーサーシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　44）
イの複合的ペルソナについては述べない。アドニスの再

生が牧神の世界に属するのに対して，ここでは愛の犠牲

者たちの再生は季節の回帰ではなく，魔術的儀式によっ

て実現される。呪術の手順はおいて争グローカスの変身

の部分を引用しよう。

　　How11ghtnmg－sw1ft　the　change－a　youthfu1

　　　　wight
　　Sm11ng　beneath　a　cora1d1adem，

　　Out－spark1mg　sudden　11ke　an　upturn’d

　　　　gem，
　　Appear’d，and，stepping　to　a　beauteous
　　　　corse，　（正I亙，775＿1⑪）

　暗い愛の宿命とそこからの救済の儀式が一見平面的な

絵巻物に仕上げられて。味わいを薄くしてはいるが，後

期のキーツの作品を生む二つの力，自己増殖してゆくイ

メージの世界が破局的相貌をみせる（ムα〃z｛α）ことや，

逆に輸郭を越えて溢れる想像力の危機に対時し，ある形

象のなかにその動きを封じこめる儀式的身振り（06θ5）

がここに芽生えている。

　第四巻はインド娘の望郷の歌にはじまり，バッカスの

豊穣生む旅への讃歌にひきつがれて，愛の探究のもたら

す悲歌に染められながら，第一巻のパンの祝祭の歌へ回

帰する。E〃伽〃｛oη全巻がr死と再生」のモチーフを

もつ。そして最後の通遇の儀式は，選択の試錬である。

この試錬が導くのが「静寂の洞窟」である。

　　　　　　　　　　　There11es　a　den，
Beyond　the　seem1ng　confmes　of　the　space

Made　for　the　sou1to　wander　m　and　trace

Its　own　existence，of　remotest　g1ooms．

Dark　reg1ons　are　around1t，where肋〃o刎ろ3
q戸ろzκ〃∂gブ｛φ3the　spirit　sees，but　scarce

One　hour　doth1inger　weeping，for　the
　　pierce

Ofπ舳ろo閉woe　it　fee1s　rn．ore　in1y　smart：

And　m　these　reg1ons　many　a　venom’d　dart

At　randorn　f1ies；they　are疵θグoクκ120〃κ

Of　every　i11：the　man　is　yet　to　come

Who　hath　not〕oumeyed1n棚3伽玄〃θ〃1
But　few　have　eyer　fe1t　1zoωω1ηzα〃∂
　　醐θZZ

8Zθ砂舳αツあθ1〃∂加肋α左ゐ砂∂θ〃φα〃．

（W，5且㊧一鯛）　（イタリック筆者）

　一読して了解できることは，故郷（胎内）のイメージ

と墓穴のそれの重なりである。死と子宮の洞穴はエリア

ーデがくりかえし説く通遇儀礼における「死と再生」の

場，象徴的母胎である。550行までの関連したイメージ

は　‘her　materna11ongmg’，‘um’，‘Pregnant　w1th

such　a　den’など多い。源初的で不確定なもの，宇宙

的夜への遡行，そのなかでの死の体験と同時に新たな誕

生の前の状態を象徴的に描いている◎

　しかしこの後のエンディミオンは奇妙に虚脱してい

る。シニカルな笑いをうかべる彼に丁加肋ZZφ耳ジ

妙＾60ηの詩人の場合と同じく再生はもたらされていな

い。インド娘とシンシアの合体は物語のクライマックス

たりえていない。彼に愛の儀式の司祭たる喜びも，自身

愛の供物となる快楽もない。三人の女たちの連繋プレー

の上にただ乗せられて，運ばれてゆく。この場面に、あ

の「静寂の洞窟」における生の原質にまで遡行して新生

をはかる，瞬間に凝縮された烈しさにつりあうだけの儀

式的展開の緊密さがあったならば三もっと鮮明な作品と

なったであろう。

　通遇の儀式完了の一歩手前で常に女性の呪力に引きと

められ事新生の歩みを妨げられる不鮮明さは，キーツの

宿命の女性たち（アニマ）の暗さを思わせる。ユングな

ら、たぶんイヴの像と『ファウスト』のヘレナ像の中間
　　　　　　45）
を言うであろう。

　二つの助卿伽Zを出発点に、生死の見分けがたい

悦惚体験の瞬間とその儀式的展開という二つの表現様式

について肋伽η｛0ηを中心に批判的にではあれ解釈を

すすめてみた。その相互の関係にキーツの生き方，むし

ろ生の防衛の姿をみようとした。

　Fryeがキーソの作品の本質を「交感（‘commun1on’）」

と言っていることは正しい。西欧キリスト教やその倫理

観を超えた普遍的な体験であり、それを宗教的と呼んで

一向にさしさわりはない。彼の幸福も不幸も歓びも悲し

みもすべてこの「交感」を中心にしている。

　Eηみ〃Z｛o〃のなかでかなり暖昧にまた平板にしか現

われない儀式的構造が，後期になるにつれて詩の最も強

い枠組となっている。死と隣りあわせた瞬間的な悦惚感

を求心力とも遠心力ともしながら成立する世界である。

「交感」の瞬間がまた性愛の快楽の時でもあるから、性

愛の儀式化というエロヂシズムの宿命的な構図にもつな

がってゆくであろう。すなわち儀式の完成は，瞬間の死

のもう一方の極にある石化した死でもある。私たちは
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0ゐoπMθZα眈んo妙の第　連で，この石化し凝固した

死の図柄を指みつづける，いわぱ否定性の呪文のごとき

詩旬を知っている。その点でキーツの作品が常に日愛昧さ

をもっていると否定的にいうことができる一方で，作品

が常に開かれて終っていると評価することもできる。阪

田勝三氏が「想像力の歩みがその目的に達していないと

して，可能性をおしむよりも，その歩みの不確かさその
　　　　　　　　　　　46）
ものを見る方をとりたい」とパセテックに語られている

ことに共感する。通遇の儀礼が完結されずに常に通遇の

ただ中に残される実存的意味もその一つである。顕現

（ep1phame）そのものではなく、呼ぶこと，求めるこ

と，待つことの聖性にキーツの詩の高貴さがある。この

実存的な不確かさを認めながら，残った紙数の範囲で，

他の作品を儀式論の展望の下に概観してみたい。

　キーツが残した二つの叙事詩的なもの，肋勿”0〃と

貝炊r｛o〃では、叙事詩にふさわしく，儀式は杜会的機

能をもっている。叙事詩を歌う詩人の社会的役割につい

て。肋み伽づoκのなかでは物語の展開から脱線する形

で何度か語られ，珊θ肋”〆助卯ブ｛o〃ではそれが前

面に出されて，貝ψθr｛o〃制作の動機を明らかにしてい

る。キーノは手紙で何度も詩の社会的有効さを語ってい

るし，M　A　Abramsは近代詩人キーソのそこから

生まれるジレンマの体験を先駆的なこととして評価す
　47）

る。E〃め〃o〃はパンの祝祭（Feast）の場からはじま

り，最終巻において，バッカスの祝祭の讃歌をとおっ

て，エンディミオンは再び牧歌的な世界の支配者として

復帰する決意をする。そうした杜会共同体の参集の場と

して「祝祭」がある。そして主人公エンディミオンは一

人の英雄としてその祝祭の場を離れて新しい生を求め，

「死と再生」の儀式のヴァリエーションである「幻想の

旅」におもむいてゆく。正り加ブ｛0〃でもサタン，テアそ

してハイピリオンがタイタン神族の暗い参集の場に急ぐ

こと（冥府下降）から物語がはじまる。ハイピリオン

も，アポロと重ね合わせて読まれることによって，ハイ

ピリオンの死→アポロの死一再生という社会共同体から

離脱して新しい生を獲得する通遇儀礼の基本構造をも

つ。エリアーデはこの英雄の地下界への下降のモチーフ
　　　　　　　　　　　　　　　48）
を通過儀礼の基本的な型としている。

　叙事詩的な英雄たちは，キーツのなかでやがて杜会に

おける詩人の像と同一化されるにつれて，英雄たちの体

験する死と再生や彼ら白身の主宰するその儀式と詩人の

詩作行為との象徴的機能が同一視されるようになる。ア

ポロが珊θ肋ZZ〆貝炊ブづo〃で詩人に受け継がれ，英

雄＝詩人の同一化がなされる理由である。こうして詩人

が聖なるものをまつる儀式として詩作の場をもつように

なる。杜会的な祝祭の広がりが，キーツの拝情的想像力

の領域から排除されるなりゆきも自然なことに思える。

　詩人キーツが詩作という儀式の場に登場し，司祭とし

て，あるいは自身を犠牲の供物として，作品世界を構成

するようになる。その典型的なものが，ηθ肋”φ

助加ブ｛o〃，0ゐo〃MθZ〃励oZツ，0ゐzo　P∫ツ6加であ

る。そこでは聖なるものへの献身と殉教のパッション

（受苦）がその儀式空間を支配して，祝祭のもつ社会共

同体的なものは脱落し，叙事詩ではなく，純粋に個人的

な密儀の祈願（m▽OCat1On）につらぬかれた拝情詩とな

る。

　　「突然泣く雲のように天から憂鑑の発作が襲う」瞬間

的な眩量に，女神の手を抱きとり，非情な眼をむさぼり

飲むように見つめる。一つ一つの葡萄の粒を強い舌の力

で上顎に破裂させるように悦惚の時を押しつぶしながら

味わうこと，それがそのまま自身の喪神の肉体を女神の

愛の勝利の栄誉として捧げ物にすることでもある（0ゐ

0〃M3Z伽oん0Zツ）。また自身一人の司祭となり，その肉

体が女神にとって神殿とも讃美歌とも，香煙とも神託と

も熱とも，ありとあらゆる供物ともなって，

　　And　there　sha11be　for　thee　a11soft　de11ght

　　That　shadowy　thought　can　win，

　　A　br1ght　torch，and　a　casement　ope　at

　　　　night，

　　To1et　the　warm　L0Ye　in！

　白分の肉体が軟かい闇に向って開かれて，一本の明る

い灯火となり，愛がその密儀の空間を一杯に満たす。こ

こでは一瞬の歓びを多くの密儀の手順によって持続して

ゆこうとするキーソの熱望がある。特に　‘A　br1ght

torch’の男性イメーソと‘a　casement　opeatmght’の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49）
女性イメージが結び合わさったアンドロギュヌス的儀式

空間はキーツの拝情的透入のみごとな表現である（0ゐ

左0ハツ6ゐθ）。

詩人キーツが作品のなかに参加して，詩作品＝儀式空間

となっている，上で例示した作品群から微妙に軸がずら

されている作品群がある。作品のなかで儀式を執行する

主人公と詩人キーツの間にわずかではあるがはっきりと

距離がおかれ，そのためその密儀的な作品世界を客観的

に見る視点が生まれる結果になる。融合合体の時が持た

れながら作品全体にアイロニーのトーンが生じる。珊3

肋θφ8左．姥㈱およびLα刎加がその典型としてあ
　　　　　　　　　　　　　　　50）
げられる。Jack　St111mgerの解釈およびStuart　M
　　　　　　　　　51）
SperryのLα刎｛α論にみられる読みが可能になる理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52）
である。作品については既に他論文で述べているのでこ

こではただ儀式的構成という観点からこれを補うことに
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する。

1）客観化された儀式空間のはらむアイロニーの最大の

　原因は，密儀の執行者をキーツと同一化しやすいポー

　フィー口やリシアスの役割にせず，マデラインとレイ

　ミアにしたことがあげられる。マデラインの夢の儀式

　のなかにポーフィロが顕現する（このエピファニーの

　含むアイロニーの調子！），またレイミアのすさまじ

　い自己増殖的な夢世界の拡大そして破局の遇程のなか

　で，リシアスは常に虚脱した不能者でしかない。夢を

　増殖させ，夢を真実にする　（Adam’s　Dream）儀式

　の執行者は女性たちである。こうした想像主体の逆転

　がこの二つの作品の主調低音を決定している。

2）レイミアの魔術的儀式によって，蛇身→女の肉体→

　恋人二人の閉ざされた夢の住宅→コリントの街→外部

　世界を引きこむ婚礼の宴，そして夢の破滅へと夢の儀

　式は懸かれたように溢出してゆくが，レイミアの密

　儀（r1tua1）はついにコリノトの杜会共同体の祝祭

　（Feast）一婚礼の祝宴となりえない。マデラインの

一夢の密儀も冬を越す（年の新生を祝う）一族の酒宴の

　叫喚を遠くに配置し，その祝宴から厳しく隔離されて

　行なわれ，その共同体的祝祭はこの儀式とは何のかか

　わりもない。叙事詩にあっては，英雄の司る祝祭と儀

　式はその共同体のなかで連続し，重なる機能をもつの

　に較べて，祝祭と儀式は両立することができない。そ

　の主人公はロマン的英雄ではありえない。二人の男が

　反英雄でありつづけることにアイロニーの生れるもう

　一つの原因がある。

　キーツの拝情詩の最高傑作である二つのオード，0∂θ

¢oαG7伽α〃ひ閉，Toル肋舳にも儀式的構成はあ

るが，詩人キーツは作品という儀式空間から外に出て，

作晶の外にありながらしかも司祭であり犠牲でありつづ

けている。

　ギリシャの壷にはたっぷりと「永遠の現在」でありつ

づける祝祭が封じこめられ，詩人が執行し，詩人がその

なかの犠牲の供物でもある儀式は少しも祝祭を拒んでは

いない。密儀の熱い夢想は無限の反復のなかに溶けこん

で大理石の白い虚無の面が生一死の儀式空間そのものと

なる。そしてやがて祝祭の後に訪れる無の空間が作品の

外に立つ司祭キーツを際立たせる。

　　Who　are　these　commg　to　the　sacr1f1ceP

　　　To　what　green　a1tar，O　myster1ous
　　　　　priest，

　　Lead．’st　thou　that　he1fer1owmg　at　the　sk1es，

　　　And　a11her　s11ken　f1anks　w1th　gar1ands

　　　　　drest？

What1エtt1e　town　by　r1ver　or　sea　shore，
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　　　Or　mountam＿bu11t　w1th　peacefu1c1tade1

　　　　Is　emptied　of　this　fo1k，this　pious　morn？

　　And，11tt1e　town，thy　streets　for　ev－ermore

　　　W111s11ent　be，and　not　a　sou1to　te11

　　　　　Why　thou　art　deso1ate，can　e’erretum

　この第四連にただよう絶対的虚無の表出をキーツの詩

作という儀式空間の極点におくことができる。

　そしてToル肋舳Z。秋の豊かな収穫の祝祭が，あら

ゆる形象のなかに内包されながら，そこには祝祭の後の

豊かな無の空間だけがある。そこにみえるのは、この作

品の外に立って，時の流れを透明なよどみに引き入れて

ゆく司祭キーツの儀式を執行する手つきだけがある。形

象を生むあの緩慢な筆使いのもとで，生の瞬間的な歓び

は，ある永遠のよどみにひきこまれて，満ちた時はほと

んど動かない，r持続する瞬間」の実現という詩の密儀

である。だがあくまでもそれは魔術的な「ほとんど」で

ある。

　キーツの儀式的構成を私は四つの段階に分けて粗描し

てみた。それが自らキーツの詩的成熟深化の註釈となれ

ば幸いである。またファニー・ブローンとの愛のなかに

その儀式化を読む課題が残る。今まで述べた論旨を追っ

てゆけば，キーツが深く固執した主体性（identity）の

実存的な問題との関係は説明を要しないであろう。野島

秀勝氏の「ジョン・キーツー＜アイデンティティを求め
　　53）
て＞一」という秀れた論考にその意はつくされる。また

E　ソユタイカーの『詩学の根本概念』の『拝情的様

式』のなかで拝情精神の生の逆説を描いていることも考
　　　　　　　　　54）
え合わせるべきだろう。私のこの論考はアレゴリー論と

重なりあうものである。ただアレゴリー解釈は形態論の

みに終始して，「なぜ寓意化が必要であったか」という

近代詩人キーツの生の根源からくる動機への考察を欠い

ている。

L註r

　テキストはHWGarrod編のOxfordStandard
Authors版を中心にして，Longman杜出版のM
A11ottの編註版を参照した。

1）肋伽〃0〃完成は，1817年4月一11月28日であり，

　耳ψθr｛o〃について手紙で言及されているのは，1817

　年9月28日ヘイドン宛，11月3日ベンジャミン・ベイ

　リー宛，翌年1月23日ヘイドン宛では具体的に挿絵の
　依頼をしている。

2）Cf　M1111am　A11ott　ed　T加月oθ伽φゐんηKω姑

　（Longman1970）pp394－5，655－6
3）キーツの作品の系列を大きく次の三つにまとめてそ

　の展開をたどることができる。
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　イ）叙事詩　肋み刎｛01z（1817年4－11月）→耳ψθブ｛0〃

　　（1818年9月一1819年4月）→ηzθ肋Z1げ耳ψθr｛oπ

　　　（1819年7－9月，11－12月）。

　口）物語詩　ムαろθZZα（1818年3－4月）→TんθE閉

　　φ脱λ97κ5（1819年1月）→LαB6ZZ61）舳θ8α郷

　　ハ伽じづ（1819年4月）→α1zo伽Grωτ※（1819年7

　　－8月，12月一1820年1月）→ム舳6α（1819年7－
　　9月）。

　ハ）拝情詩　3o〃燃（1816年10月一）→0ゐ（1819年
　　4－9月）。

　二）その他1ight　yersesなど。

　※α1zo伽Gブω玄は劇作としての価値云々よりも，

　　第5幕についてLα伽づαとの深い近親性が考慮され

　　ねばならない。

4）出口保夫『キーツ人と作品』　（白風杜，1974年）、

　180－86頁。

5）Robert　G1tt1ngs，　J肋〃Kω姑（1968　Reprmted

　Penguin　Books，1971）p．36a
6）Kenneth　Mu1r　ed。ゐ加z　Kωな一A　R伽3∫θ33柳θ〃カ

　　（Liyerpoo1Uniyersity　Press，1958）pμ102＿3．

7）1818年10月14－31日付ジョージ夫妻宛の手紙で激し

　く表明される当時の政治的偽善への怒りの直情的な態

　度から，1819年9月17－27日付ジョージ夫妻への手紙
　にみられる政治的展望の模索（イギリス保守体制の正

　当化）に到るキーツの政治観は決して直線的ではない、

8）Gittingsはキーツの当時の手紙の文章とハイピリ

　オンの言葉が類似していることを示し，キーツの心情
　の反影を説明する。（oク．oカ．p．373）

g）　1ろ｛五p．366．

10）James　L．Jonesが，助加ブゴo〃をr意識の叙事詩
　（‘an　ep1c　of　consc1ousness’）」と呼んでいることも

　同じ印象を別の方向から指摘したものである。λみ
　”η’3Drθ〃η＿ルゆ肋o　Co郷o｛α43肌∬伽　Kω姑伽∂

　Y；ω姑（The　Un1Yers1ty　of　Georg1a　Press，1975）

　P．180．

11）註7）の二番目の手紙にみられる身王制→白由な国

　家体制という一見楽観的な進化の論は，助妙伽Z
　BK．IIでオケァヌスが述べる　「白然の法に従った」

　権力の前進的移行の考えに符合している。両者に共通

　しているのは革命への失意を通して現状を正当化する

　諦念とでも言えようし，タイタン神族の姿にワーヅワ

　スやバイロンたちの姿を想像することもできる◎cf．
　Stuart　Ml．　Sperry，　Kθ励3　肋β月o助　　（Princeton

　University　Press，1973）p．181．

12）1819年2月14－3月3日のジョージ夫妻宛の手紙
　に，　この世を‘a　va1e　of　tears’ではなく，‘the

　va1e　of　Sou1makmg’とみなすという有名な信念表
　白が残されているが，　これは耳ψ6r三0〃第三巻執筆

　と同じ時期に書かれたと考えられる。（塚野耕，『キ

　ーツの詩想』182－3頁を参照）「涙の谷」とはタイ

　タン神族の堕ちた世界、r魂を鍛える谷」はアポロの

　世界と理解すると，このアポロの思い入れがキーツの

　当時の心境を反影していることがわかる。

13）Edward　E．Bostetterがニモジニーとモネタの性

　格役割の違いを示して，前者を「アダムの夢」の劇的

　提示とし，後者を「生のなかの死」の恐ろしい化身と

　して論じているが，その機能的側面の違いは認めて
　も。人物像に変化を認めることはできない。作品上の

　構成の変化をおいて考えれば，後者は前者をより深化

　したもので。その強い支配力をもつ性格はかわらな
　い。　ηκRo刎伽地Vと〃炉｛Zo卯｛3オ5　（University　of

　Washmton　Press，1963）pp136－7
14）cf　Graham　Hough，丁加Ro刎伽肋肋眺（Hut－
　chmson，1953），DGJames，丁加Ro〃zα〃肋0o一
　刎θ4γ（Oxford　University　Press，1949）．

15）W11son　Kn1ght　η肥8肱〃¢之Doηκ　（Oxford
　University　Press，1941）p．287．

16）Wa1ter　J．Bate，山伽Kθ砿∫（Har∀ard　Univer－

　sity　Press，1963）p．404

17）　o久o｛たp．195．

18）この詩行に比敵しうるのは，ただ一ケ所肉体の無意

　識なカオスのなかから溶岩のように意識の表層を突き

　破る動きをみせる，レミアの変身の部分がある。

　　Her　eyes　in　torture　fix’d，and．anguish　drear，

　　Hot，gaz’d，and　wide，with1id－1ashes　a11sear，

　　F1ash’d　phosphor　and　sharp　sparks，without

　　　one　coo11ng　tear

　　The　co1ours　a11mf1am’d　throughout　her　tram，

　　She　writh’d　about，conyu1s’d　with　scar1et

　　　pain：

　　AdeepY01can1anye11owtookthep1ace
　　Of　a11her　m11der－mooned　body’s　grace，

　　And，as　the1ava　rav1shes　the　mead
　　Spoi1t　a11her　si1ver　mai1，and　go1den　bred．e；

　　Made　g1oom　of　a11her　freck1mgs，streaks　and

　　　bars，

　　Ec1ips’d　her　crescents，and1ick’d　up　her

　　　stars：　（I，且5⑰一且㊧⑪）

19）Sperryその他多くの批評家の一致した見解。Cf．
　○か6カ．P．195．

20）　Sperry，o少．o机p．189，PP．192－3，

21）　1ろづ五p．189．　John　M．Murry，Kθoなαクz∂8ゐα尾～一

　功ω陀，（0xford　Uni▽ersity　Press，1925）p．235．

22）『西南学院大学英語英文学論叢」第11巻第2号，41

　－5頁。
23）このことを指摘している批評家に，W11son　Kmght，

　丁加　8左倣Z批　Do伽θ（Oxford　University　Press，

　1941）　pp．284－5　；Edward　E．Bostetter，　丁加

　Ro刎”肋o吻伽1o卯τ3な（Umvers1ty　of　Washmton
　Press，　1963），　P．165：Jとmes，L．Jones，　A∂o〃z’3

　Drω伽（The　University　of　Georgia　Press，1976）

　P．182；阪田勝三rキーツ論考』（南雲堂，1976）125

　－9頁がある。特にJ．L．Jonesはエリアーデの理
　論、阪目ヨ勝三氏はケレー二一の神話論を基礎にしてい

　る。

24）概説書として　John　B　V1ckery　の編集による
　灼地α〃∂L肋ブα〃ブθ　（Unwers1ty　of　Nebraska

　Press，1966）のなかのC1yde　K1uckhom，“Myths
　and　Ritua1s：A　Genera1Theory’’，および，James

　L．Jones，λゐ伽’∫D陀α〃zの“Introduction：The

　Motive　for　Myth”が便利である。その他総合的な良

　書にJ．カズヌーヴr儀礼』　（三一書房，1973）があ
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　る。上記の書物の外に日本語で読みうるものにハリソ

　ン，マレ、二一チェ，コンフォード，カッシラr
　エリアーデ，カイヨワの諸著作がある。木村重信の原

　始美術論も興味深い。精神分析学において，儀式的身

　振りの反復による心理的昇華と補償の説はフロイドの

　「トーテムとタブー」の中で展開され，ユング，アド

　ラーらに受け継がれた。そうした通過儀礼の心理学的

　応用はヘンダーソン『夢と神話の世界一通過儀礼の深

　層心理学的解明』　（新泉杜，1974）で述べられている

　ように実際的成果をあげている。

25）前註の吻肋伽∂L伽肋z㈹のなかのStan1ey
　E　Hyman，“The　R1tua1V1ew　of］〉［yth　and　the

　Mythic”に概観され，そこにおさめられた諸論文が
　ある。またエリアーデr宗教の歴史と意味』　（せりか

　書房タ1974）の7章「加入儀礼と現代世界」　（196－

　214頁）の後半に詳しい。

26）ハ伽疵伽∂L伽rα肋rθのなかのRobertHarrison，
　‘‘Symbo11sm　of　the　Cyc11ca1Myth　m肋勿舳o〃”，

　N01throp　Frye，λ8勉め〆E侶1ωんRo舳α1励α∫ηz

　（Random　House，1968）　のなかの“Endymion：

　The　Romant1c　Ep1phan1e”がある。またKenneth
　Burkeは“Symbo1ic　Action　in　a　Poem　by　Keats’’

　において，作品の象徴的機能を‘a　YiaCtiCum’の儀

　式に比愉している。そして包括的な儀式。神語論とし

　て，前述したJames　L．Jonesの〃α〃z’3D閉クη
　をあげねばならない。

27）エリアーデr生と再生』　（東京大学出版会，1971），

　および，　『神話と夢想と秘儀』（国文社，1972）

　第九章。解説書に堀一郎『聖と俗の葛藤』（平凡社，

　1975），99－116頁参照。

28）『神話と夢想と秘儀』250頁。

29）エリアーデ著作集『宗教の歴史と意味』，第7章「加

　入儀礼と現代世界」，196－214頁。近代，現代詩人＝

　シャーマンという発想はエリアーデの文学観に濃厚で

　あるが、W．サイファー『文学とテクノロジーJ（研
　究社，昭和47年）の全体に散見される見方でもある。

　科学対詩という19世紀以後の精神の危機にあって詩人

　がとってきた姿勢を暗示するものである。
30）Chr1stopher　R1cks，　K：θαZ5αη∂E刎みαげα∬肌6肋

　（Oxford　Unwers1ty　Press，1974）のr当惑」の評
　価は，そうした不安定で消極的な「当惑」という要素

　を創造的で積極的な心的能力と解したところから出発

　している独創的な論考である。

31）1818年10月9日，J．A．ヘッシー宛の手紙。

32）ヘンダーソンの前掲書第六章「幻想の儀礼」は通遇

　儀礼における旅のモヂーフの諸相を分析する。

33）RobertHarrison，oク．o〃pP．231－2；エリアーデ

　『生と再生』「母からの分離」2ト32頁。

34）Robm　Mayhead，J61〃z　Kω姑（Cambr1dge　Un1－
　versity　Press，1967）p．35．

35）　oク．6批．P．154．

36）『英語青年』1975年7月号一76年6月号。
37）同上32頁。

38）同上84頁。

39）ジョルジュ・プーレ『人間的時間の研究』　（筑摩書

　房，1969年），30－31頁。

40）Amy　Lowe11，J6伽　Kωな　（Jonathan　Cape，
　1925）PP．501－2．助μブゴo〃第三巻のアポロの部分

　を創作中とある。

41）小川氏は‘A　Steady　sp1endour’の詩句を唯一の

　寄り所にしている。（前掲論文，84頁）

42）E〃め刎5o〃にinitiatiOnの要素を示唆したもの
　に，Char1es　I．Patterson，Jr．，　Tわθ　D〃刎o〃｛o　加

　肋θPoθ炉ツφJb1zηKθα姑　（Un1vers1ty　of　I11m01s

　Press，1970）pp95＿6，Robert　Harr1son，o少ατ
　P．231．

43）冥府下降はオルフェウスに原型的に示される詩人の

　根源的な能力とみなされる。

44）「物語の構造と肉体のカオス」，『西南学院大学英

　語英文学論叢』第14巻第2号参照。
45）C．G．ユング編r人間と象徴』　（河出書房新社皇

　1972），202－4頁。

46）阪田勝三『キーツ論考』　（南雲堂，1976）

47）M．H．Abrams，丁加〃げoブ倣6伽Lαl1ψ
　（Oxfood　University　Press，1953）p．328．

48）『生と再生』，第四章「個人的加入礼と秘儀集団」

　130－5頁。

49）G．バシュラールは詩的瞬間における反対両立の特
　質を両性具有の比愉で説明する。

　「人間の心が反対命題を反転させることができるよう

　な場のすべてにおいて，ひとつの詩の真実な詩的瞬間

　が発見されるだろう。もっと直観的な言い方をするな

　ら，適切に組み合わされた反対両立はその時間的性格

　によってあらわれる。すなわち突進し撃破するその男

　性的で勇敢な時間のかわりに，いまやここに男女両性

　的時間が存在することになる。詩的神秘とは，いって

　みればこのような両性具有である」，『瞬間と持続』

　（紀伊国屋書店，1969）より「詩的瞬間と形而上学的

　瞬間」127－8頁。
50）Jack　St1111nger，　T7κ1＝1oo6ω閉尾〃zgφハ”α∂θ1〃z8

　α〃0筋げE83αツ30〃Kωτ3’5Poθ伽3　（University

　of　I111n01s　Press，1971）

51）Stuart　lM．　Sperry，　Kθαな挑θPo勿　　（Princeton

　Un1vers1ty　Press，1974）

52）前述論文「物語詩と肉体のカオス」

53）『英語文学世界』に9回にわたって連載。

54）E．シュタイガーr詩学の根本概念』　（法政大学出

　版局，1969）。他に高辻知義「エミール・シュタイガ

　ーの時間論一『詩人の構想力としての時間』」、『ユリ

　イカ』，1973，vo1．5－9が目につく。


